
「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」

初
の
海
外
公
演

日
本
文
化
に
関
す
る
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
2
0
0
9
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
設
立
さ
れ
た
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
国

大
使
館
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
C
）。
日
本
を
紹

介
す
る
機
関
と
し
て
、
伝
統
文
化
や
芸
術

を
は
じ
め
、
食
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
建

築
、
科
学
技
術
、
ア
ニ
メ
・
漫
画
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
文
化

を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
Ｊ
Ｃ
Ｃ
が
2
0
1
9
年
の
設
立

10
周
年
を
記
念
し
て
10
月
に
開
催
し
た
の

が
、
人
形
浄
瑠
璃
・
文
楽
の
公
演
だ
。
17

世
紀
の
大
坂
で
生
ま
れ
た
文
楽
は
、
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
日

本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
文
楽
の
公
演
を
行

う
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
文
楽

に
馴
染
み
の
な
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
方
に

語
り
べ
シ
ア
タ
ー 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演
報
告

―
― 
文
楽
を
通
し
て
、大
阪
・
上
方
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介

ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
物
語
と
し
て
編
集
し
、
音
楽
と
映
像
を
交
え
た
語
り
で
伝
え
る「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」。

活
動
を
始
め
て
か
ら
25
年
を
経
た
2
0
1
9
年
9
月
、

2
日
間
に
わ
た
る
初
の
海
外
公
演
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
実
施
し
た
。

現
地
の
観
客
か
ら
大
き
な
反
響
を
得
た
公
演
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

力強い音色を奏でた篠笛奏者の未波さんと音楽監督・ピアニスト
の宮川真由美さん。

英語と大阪弁でプレゼンテーションを行う栗本智代研究員。

「語りべシアター」初の海外公演が行われたシンガポール。

語りべシアター　シンガポール公演
「文楽の魅力とその舞台」

日時　　 2019年9月25日 19：00 ～ 20：30
　　　                 9月26日 18：30 ～ 20：00

場所　　日本人会オーディトリウム（25日）
　　　　JCC内 小ホール（26日）

登壇者　栗本智代（CEL）

共演者　宮川真由美（ピアニスト）
              未波（篠笛奏者）

主催　　Japan Creative Centre（ＪＣＣ）

ＪＣＣ設立10周年を記念した文楽公演のプレイベ
ントとして開催。「文楽の魅力とその舞台」と題し、
文楽を育んだ大阪・上方の魅力やエピソードととも
に、文楽の代表的な作品『曾根崎心中』の内容を、

「語りべシアター」の形式を交えて紹介した。

よ
り
味
わ
い
深
く
鑑
賞
し
て
も
ら
う
た
め
、

記
念
公
演
に
先
立
ち
、
文
楽
の
見
方
や
魅

力
、
文
楽
が
生
ま
れ
た
時
代
背
景
を
、

「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」
の
公
演
手
法
を
活

用
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」
に
と
っ
て
も
、
海

外
公
演
は
初
の
試
み
。
今
回
は
、
大
阪
ガ

ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
C
E
L
）
の
栗
本
智
代
研
究
員
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
宮
川
真
由
美
さ
ん
、
現
地
在
住
の

能
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
篠
笛
奏
者
の
未
波

さ
ん
の
3
人
で
公
演
に
臨
ん
だ
。

文
楽
の
魅
力
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
？

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
親
日
の
国
で
、
街
中

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
日
本
食
や
日
本
の

ブ
ラ
ン
ド
を
目
に
す
る
。
多
く
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
人
が
何
度
も
日
本
へ
旅
行
し
、
テ

レ
ビ
で
は
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
番
組
が
放

送
さ
れ
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
れ
ば
日
本
語
を

話
す
ド
ラ
イ
バ
ー
に
出
会
う
…
…
と
い
う

具
合
に
、
日
本
文
化
が
日
常
に
溶
け
込
ん

で
い
る
国
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
今
ま
で
に
、
歌
舞

伎
、
能
楽
、
狂
言
な
ど
の
日
本
の
伝
統
芸

能
が
上
演
さ
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
日

本
人
で
あ
っ
て
も
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ

る
文
楽
を
ど
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

に
伝
え
る
の
か
？　

そ
れ
が
、
今
回
の
大

き
な
課
題
で
あ
っ
た
。「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
お
客
さ
ま
が
ど
の
程
度
、
日
本
や
大
阪

の
歴
史
、
伝
統
芸
能
に
興
味
が
あ
る
の
か

全
く
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、

栗
本
研
究
員
も
当
初
の
不
安
を
振
り
返
る
。

地
元
関
西
で
の
公
演
で
も
、
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
の
創
意
工
夫
に
時
間
を
か

け
て
い
る
そ
う
だ
。

そ
こ
で
今
回
の
公
演
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
観
客
が
日
本
や
大
阪
に
関
し
て
、
予
備

知
識
も
土
地
勘
も
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う

前
提
の
も
と
、
準
備
を
進
め
た
。

公
演
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

積
み
上
げ
て
き
た
素
材
を
、
今
回
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
公
演
用
に
ア
レ
ン
ジ
。
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
日
本
語
原
稿
か
ら
作
成
し
、

英
語
翻
訳
、
公
演
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

作
成
な
ど
を
含
め
、
約
５
カ
月
に
も
及
ぶ

準
備
期
間
を
要
し
た
。

第
1
部　
ス
ピ
ー
チ

「
文
楽
の
魅
力
と
そ
の
舞
台
」

公
演
初
日
は
、
日
本
人
会
に
あ
る

2
0
0
人
収
容
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、

2
日
目
は
演
者
と
観
客
の
距
離
が
近
い
、

J
C
C
内
の
小
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
。

両
日
と
も
に
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
。
来
場

者
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

在
住
の
欧
米
人
・
日
本
人
と
い
う
国
際
色

豊
か
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
た
。

公
演
は
英
語
ス
ピ
ー
チ
と
「
語
り
べ
シ
ア

タ
ー
」
の
2
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
1

部
で
は
、「The Charm

 and Background 
of Bunraku 

（
文
楽
の
魅
力
と
そ
の
舞
台
）」

と
題
し
、
文
楽
と
は
何
か
、
そ
の
ル
ー
ツ

や
時
代
背
景
、
テ
ー
マ
、
ス
ト
ー
リ
ー
に

つ
い
て
、
栗
本
研
究
員
に
よ
る
英
語
で
の

ス
ピ
ー
チ
と
映
像
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

前
半
は
、
文
楽
の
起
源
や
特
徴
と
、
文

楽
の
土
壌
と
な
っ
た
大
坂
の
ま
ち
に
つ
い

て
の
解
説
か
ら
始
ま
っ
た
。
文
楽
が
広
ま

り
始
め
た
江
戸
期
の
大
坂
は
、
日
本
全
体

の
富
の
7
割
が
集
結
す
る
ほ
ど
、
商
業
的

に
栄
え
た
ま
ち
だ
っ
た
。
大
坂
中
が
運
河

で
結
ば
れ
、「
水
の
都
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
。
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
大
坂
に
運
び
込

ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
大
坂
か
ら
広

が
り
発
展
し
て
い
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
よ

う
な
点
は
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
似
て

い
る
、
と
栗
本
研
究
員
は
指
摘
し
た
。
ま

た
、
異
な
る
才
能
を
持
つ
プ
ロ
た
ち
が
協

Rum
i Sakurai

＝
取
材

米
田
茉
衣
子
＝
構
成
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上／ 1日目の公演が行われた日本人会オーディトリウム。第1部「文楽の魅力とその
舞台」では、映像を交えながら、文楽のルーツや時代背景を英語で解説した。
中／「語りべシアター」形式で上演した、第2部「曾根崎心中ものがたり」。
下／ 200人収容のホールが満席になるほど、多くの観客が詰めかけた。

2日目のJCC内小ホールにおける公演の模様。

上演後はファシリテーターの方とともに活発な質疑応答が行われた。

力
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
、

と
い
う
風
土
が
大
坂
に
は
あ
り
、
文
楽
の

三
位
一
体
（
太
夫
、
三
味
線
弾
き
、
人
形
遣

い
）
は
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
と
続
け
た
。

後
半
で
は
、
近
松
門
左
衛
門
が
文
楽
の
新

境
地
を
開
拓
し
、
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起

こ
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
最
後
に
、「
語
り

べ
シ
ア
タ
ー
」
の
活
動
を
地
域
へ
広
げ
る

試
み
に
つ
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
特
に

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
近
松
門
左
衛
門
と

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
比
較
だ
。
栗
本
研
究

員
は
近
松
門
左
衛
門
を
「
日
本
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
」
と
紹
介
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
領
だ
っ
た
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
で
あ
る
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
に
と
っ
て
も
馴

染
み
が
深
い
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
も
近
松

も
、
実
社
会
で
の
道
徳
や
倫
理
観
を
作
品

に
取
り
入
れ
た
と
い
う
部
分
で
類
似
点
が

あ
る
。
今
回
の
公
演
で
上
演
し
た
近
松
の

『
曾
根
崎
心
中
』
が
、
同
じ
く
悲
恋
を
描

い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
に
似
て
い
る
、
と
感
じ

た
観
客
も
い
た
よ
う
だ
。

第
2
部　
語
り
べ
シ
ア
タ
ー

「
曾
根
崎
心
中
も
の
が
た
り
」

第
2
部
は
、
語
り
と
生
演
奏
、
映
像
に

よ
る
「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」
形
式
で
上
演

さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「Story of "Love 

Suicide at Sonezaki"

（
曾
根
崎
心
中
も

の
が
た
り
）」。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
川
さ
ん

と
篠
笛
奏
者
の
未
波
さ
ん
に
よ
る
「Rasa 

Sayang

（
ラ
サ
サ
ヤ
ン
）」
の
演
奏
で
幕
を

開
け
た
。
こ
の
曲
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人

で
あ
れ
ば
誰
で
も
知
っ
て
い
る
、
日
本
の

童
謡
の
よ
う
な
曲
。
篠
笛
の
高
ら
か
な
音

色
と
ピ
ア
ノ
の
優
し
い
伴
奏
に
癒
や
さ
れ

て
い
る
と
、
突
然
、
篠
笛
の
音
色
が
力
強

く
転
調
。
思
わ
ず
背
筋
が
伸
び
た
。

栗
本
研
究
員
が
解
説
を
交
え
な
が
ら
大

阪
弁
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
り
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
は
英
語
の
説
明
が
付
い
た
映
像
が
流

さ
れ
た
。
徳
兵
衛
、
お
初
、
九
平
次
…
…

そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
分
け
る
語
り
に
、

観
客
も
「
曾
根
崎
心
中
」
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

お
初
が
徳
兵
衛
を
心
中
に
誘
う
場
面
で

は
、
会
場
全
体
に
緊
張
感
が
は
し
っ
た
。

生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
苦
し
み
や

屈
辱
が
あ
り
、
そ
こ
に
愛
情
が
絡
ま
る
こ

と
で
心
中
は
成
立
し
た
と
い
う
。
お
初
と

徳
兵
衛
の
場
合
は
「
男
女
の
愛
情
」
だ
け

が
原
因
で
は
な
く
、
無
実
を
証
明
で
き
な

い
徳
兵
衛
の
気
の
弱
さ
や
、
遊
女
と
い
う

お
初
の
苦
し
い
立
場
な
ど
が
相
ま
っ
て

「
死
」
の
決
意
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
解
説

さ
れ
た
。

栗
本
研
究
員
が
作
曲
し
た
歌
が
切
な
く

響
き
、
徳
兵
衛
と
お
初
が
死
に
場
所
に
向

か
う
た
め
の
「
道
行
」
の
ル
ー
ト
を
当
時

の
地
図
と
現
在
の
大
阪
の
写
真
を
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
映
像
で
辿
っ
た
。
彼
ら
が

歩
い
た
道
の
り
は
、
今
で
は
繁
華
街
や
幹

線
道
路
に
な
り
、
当
時
の
川
は
埋
め
立
て

ら
れ
、
面
影
す
ら
な
い
の
だ
が
、
不
思
議

と
ふ
た
り
が
暗
闇
の
中
を
歩
く
情
景
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
天
神
の
森
で
の
心

中
シ
ー
ン
。
語
り
は
熱
を
増
し
、
ピ
ア
ノ

の
伴
奏
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
篠
笛
の
力
強
い

音
色
は
差
し
迫
る
も
の
が
あ
り
、
手
に
汗

を
握
る
迫
真
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
っ

た
。本

公
演
は
、
語
り
と
音
楽
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
構
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
終

わ
っ
た
後
は
ま
る
で
映
画
や
演
劇
を
鑑
賞

し
た
か
の
よ
う
な
満
足
感
が
あ
り
、
改
め

て
「
語
り
」
の
凄
さ
を
実
感
し
た
。

最
後
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
建
国
記
念

日
の
式
典
な
ど
で
も
歌
わ
れ
る
曲

「H
om

e

」
の
演
奏
で
、
公
演
が
終
了
。

両
日
と
も
、
拍
手
喝
采
で
幕
を
閉
じ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演

観
客
の
声
を
通
じ
て

公
演
終
了
後
は
、
感
想
や
質
疑
応
答
の

時
間
。
観
客
か
ら
は
「
大
変
わ
か
り
や
す

く
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
感
動
し
た
」

と
い
う
感
想
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
今
回

の
公
演
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
調
べ
、
準

備
・
制
作
さ
れ
た
の
か
と
強
く
興
味
を
示

す
質
問
も
あ
っ
た
。「
心
中
」
や
、
現
代

社
会
の
「
自
殺
問
題
」
に
ま
で
言
及
す
る

観
客
も
い
た
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
川
さ
ん
が
、
劇
中
の

曲
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
代
表
す
る
2
曲
以

外
、
全
て
即
興
の
演
奏
だ
っ
た
と
明
か
し

た
と
こ
ろ
、
観
客
か
ら
驚
き
の
歓
声
と
拍

手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。
篠
笛
を
演
奏
し
た

未
波
さ
ん
に
よ
る
楽
器
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

本
公
演
で
は
、
強
い
音
を
特
徴
と
し
、
能

で
使
わ
れ
る
「
能
管
」、
ソ
フ
ト
な
音
色

で
、
祭
り
な
ど
で
使
わ
れ
る
「
篠
笛
」
の

2
種
類
、
合
計
4
本
の
笛
を
シ
ー
ン
に
合

わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
た
そ
う
だ
。

J
C
C
の
杉
田
明
子
所
長
は
「
お
客

さ
ま
の
拍
手
が
こ
れ
ま
で
の
催
し
と
比
べ

て
も
格
段
に
大
き
か
っ
た
」
と
成
功
を
喜

ん
だ
。

公
演
の
前
後
、
観
客
に
本
公
演
に
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
や
公
演
の
感
想
を

伺
っ
た
。

日
本
の
大
手
広
告
会
社
で
勤
務
経
験
が

あ
る
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
パ
ト
リ
ッ
ク

さ
ん
は
、「『
曾
根
崎
心
中
』
は
悲
し
い
恋

の
話
だ
ね
。
即
興
の
音
楽
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ

て
い
た
よ
！
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
た
。

同
じ
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
ア
ン
ジ
ー

さ
ん
は
、
以
前
日
本
旅
行
で
文
楽
を
観
て
、

生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
人
形
を
動
か
す

人
形
遣
い
に
感
動
し
た
そ
う
だ
。「
3
人

で
ひ
と
つ
の
人
形
を
動
か
す
の
が
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
た
と
え
話
が
わ
か
ら
な

く
て
も
、
人
形
の
動
き
や
太
夫
の
声
の
表

現
、
三
味
線
の
音
色
で
、
完
全
に
物
語
に

入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
わ
」
と
語
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
の
メ
レ
ニ
ー
さ
ん
は
、
舞
踊
や
劇
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
そ
う

だ
。
歌
舞
伎
や
能
と
異
な
り
、
人
形
劇
の

文
楽
で
、
ど
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
表

現
さ
れ
る
の
か
が
気
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
日
本
の
伝
統
芸
能
は
他
の
ア
ジ
ア
圏
と

も
違
い
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
。
日
本
で
何

度
か
歌
舞
伎
や
能
は
観
劇
し
た
け
ど
、
文

楽
は
今
回
が
初
め
て
」
と
翌
月
の
文
楽
公

演
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

会
場
で
痛
感
し
た
の
は
、「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
観
客
た
ち
は
、
も
し
か
し
た
ら

一
般
の
日
本
人
よ
り
も
日
本
の
伝
統
文
化

に
関
心
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
…
…
」

と
い
う
こ
と
。
文
楽
を
は
じ
め
と
し
た
日

本
の
伝
統
芸
能
は
数
百
年
に
及
ぶ
長
い
歴

史
が
あ
り
、
他
の
国
に
は
な
い
唯
一
無
二

の
文
化
だ
。
一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ま

だ
建
国
54
年
の
若
い
国
で
、
伝
統
文
化
と

い
え
ば
、
中
国
や
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
伝

わ
っ
た
も
の
が
多
く
、
独
自
の
文
化
は
本

当
に
少
な
い
。
今
回
お
話
を
伺
っ
た
ア
ン

ジ
ー
さ
ん
が
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
歴
史

が
浅
い
か
ら
、
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
の

伝
統
芸
能
に
興
味
を
持
つ
ん
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
表
れ
か
も

し
れ
な
い
。

国
際
交
流
や
相
互
理
解
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
自
国
の
文
化
に
誇
り
を

持
ち
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
今
回
の
公
演
で
は
、
ス
ピ
ー
チ
や

「
語
り
べ
シ
ア
タ
ー
」
形
式
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
一
見
と
っ
つ
き
に
く
い
地
域

の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
伝
え
る
手
法
と
し

て
、
海
外
で
も
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
こ

と
を
実
証
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
今
後
も
「
語

り
べ
シ
ア
タ
ー
」
が
国
内
の
地
域
住
民
や

来
街
者
、
訪
日
外
国
人
を
は
じ
め
、
国
外

の
人
び
と
に
向
け
て
も
活
動
を
展
開
し
、

よ
り
広
く
深
く
日
本
の
文
化
を
伝
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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